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［解説・村イント］
要約腔題の攻略法は、（ ）、特に（ ）を速読する方法と
密特にリンクするので、（ ）のスキlLを上げ恣の1こ
効果的．I

詔ント
( ）が要約問題の攻略の切り口になるl
L( )でも重菩！

① T囀廿ona| grarnmar w⑮ deた[op』。n ザe 切sおof G曇

畔 Lo.tin I an~ 1+ w~s S1A6seca1t<et1tly叩pl,渕， WI'柏 minimal
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Q勺e n曇er of other langtAo.ges. 
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第1文の訳：
r伝統的な文法は、ギリジャ證狂ラテン語に基づ‘いて発達してきた。そして
そ(f)後ヽ召祁以 ）、 Lti'L t寸（ ）他の
今くの言語( )..& 

®Bは祐ere are many lang1Aetges wht'ch, i'n cer加(n resp年

a.t I霙t, are stri kt'ngl y揺歪元in 如cttAだ加n Latin/ 

G向k a.nd 由e more -furni 1 iarl噂噸es 吋 EMmpe su由 as

玉ch, Eng I i'sh atid German. 

寺ず Bwt:から始まっている。これは( )l その後の内容が重
要で、 F為くの言語がある。守ては（ ）の点においてテテン語・ギリシャ諸
ゃ英語なとのお知汐染ヨーロッ l＼官語（ ）よ
以下の隙係が脱J立つ！

①『伝統的な文法はギリシャ語ーとラ〒ン語に基づいて発逢した！」
t 
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琴冗丈は（ ）で書沿‘れていて第2丈は（ ）で書ヵ‘れて
＼＼ることガら（回—®)、この文に九点がメ千ャ勺千ャ置俎てていることがわ恣 l

案2文の訳・・
,.し力‘し、（ ）、ラテン語ギ‘リ沿語と、フラン万語
英語、ド砂語のよ夕ぶ（ ）とは、（ ) 
が著しく異なる言語も今くある..l

ここまでまとめると．．”
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ｮ One cfザe principo.l aims oF modern l inguist誌

ho.s-there-fure b玲n to con鈷rv<ct a 柏eory of gmmmar whcch 

fs tno応gehemI 如n 量iti'on祉拍eory— one 加at is 

appmpn‘Qte おr the 年ri'pt1bh of-o.11 htAman ICAng以ages and 

is not b\、三in -fuvor 占粕ose languages w証h a尼 SI.mi |ar

in 桁eirgmmrnaticaI st四C諏だ加函ek and Lぬ‘n.

ここにも出吋eforeという（ ）の D.M．があリ、第2文と共に
室なセン〒ンズ。
①®伝統文法は異なる構造6誌吾も今い！

•() 
( ）の( )(/)一つは伝統的な理論ょリ
もっと（ ）を作ること！
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それは（ ）、
ギリシャ語ゃラテン語に（ ）が似ている言語
( ）理論を棒葉蕊こと！

つまリ、（
の（

詔ント
雫約するときいきなリ全文を考えるのではなく、（
センテンズを軸に考えるI

＼
よ

）ということ！
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